
税に関するＱ＆Ａ・質問と回答 

 

４．国民健康保険税編 

 

■質問一覧 

 

Ｑ４－１  私は国保に加入していないのに、私名義で国保税の納税通知書が届き

ましたが、なぜでしょうか？ 

Ｑ４－２  前年よりも国保税が高くなりましたが、なぜでしょうか？ 

Ｑ４－３  以前住んでいた町と国保税の金額が違うのですが、なぜでしょうか？ 

Ｑ４－４  国保税は前年の所得により計算されるとのことですが、昨年は収入が

ありませんでした。所得の申告は必要ですか？ 

Ｑ４－５  昨年は収入がありませんでしたが、なぜ国保税がかかるのでしょう

か？ 

Ｑ４－６  国保に加入した場合、国保税がいくらになるのか事前に教えてもらえ

ますか？ 

Ｑ４－７  年度の途中で社会保険に加入しましたが、国保税はいつ分まで支払わ

なければいけないのでしょうか？ 

Ｑ４－８  年金特徴とはなんですか？どういった方が対象になりますか？ 

Ｑ４－９  国保税を年金特徴により納付しているのに、別に納付書が届きました

が、なぜでしょうか？ 

Ｑ４－１０ 年金特徴の仮徴収とはなんですか？ 

Ｑ４－１１ 前年は年金特徴だったのに今年は納付書が届きましたが、なぜでしょ

うか？再度、年金特徴に変更されることはありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．国民健康保険税編 

 

■ 回答 

 

Ｑ４－１  私は国保に加入していないのに、私名義で国保税の納税通知書が届き

ましたが、なぜでしょうか。 

Ａ（回答）： 国民健康保険の制度では、国保税の納税義務者は世帯主となっている

ため、世帯主の方に納税通知書を送付しております。 

 なお、納税通知書の中に、実際に国保に加入されている方の名前が記載されてい

ますので、ご確認ください。 

 

Ｑ４－２  前年よりも国保税が高くなりましたが、なぜでしょうか？ 

Ａ（回答）： 国保税は前年の収入を基にその年度の税率などから毎年計算します。 

 前年から国保税が高くなった要因としては、 

・前年の収入が前々年に比べて増加した 

・世帯内の国保加入者のうち 40歳になった方がおり、介護保険分を納めるようにな

った 

・国保税率が上がった 

・国保の加入者が増えた 

・世帯内に所得の申告をしていない方がおり、軽減が適用されていない 

などが考えられます。 

 

Ｑ４－３  以前住んでいた町と国保税の金額が違うのですが、なぜでしょうか？ 

Ａ（回答）： 国民健康保険は、北海道が責任主体となり、市町村は賦課徴収、保険

給付及び税率の設定などを分担しながら運営しています。自治体で異なる国保加入

者数や所得状況及び収納率といったデータを基に北海道内の国保税の平準化を行

い、国保財政の均衡を図っています。そのため、計算方法、税率などが市区町村ご

とに異なり、国保税額もそれぞれ異なることになります。 

 

Ｑ４－４  国保税は前年の所得により計算されるとのことですが、昨年は収入が

ありませんでした。所得の申告は必要ですか？ 

Ａ（回答）： 所得の申告をしない場合、未申告という扱いになってしまい、軽減が

行われずに国保税が高く計算されることがあります。そのため、収入が無い場合で

あっても、申告が必要です。 

 

Ｑ４－５  昨年は収入がありませんでしたが、なぜ国保税がかかるのでしょう

か？ 

Ａ（回答）： 国保税は前年の収入を基に算出される「所得割額」、加入者の人数に

応じて算出される「均等割額」、１世帯につき算出される「平等割額」の合算額とし

て決定されます。そのため、前年中に収入が無かった場合でも、「均等割額」と「平



等割額」を納めていただくことになります。 

 なお、所得が基準額を下回る世帯は、「均等割額」及び「平等割額」が減免されま

す。 

 

Ｑ４－６  国保に加入した場合、国保税がいくらになるのか事前に教えてもらえ

ますか？ 

Ａ（回答）： 国保税の試算を行うことができますので、前年の収入がわかる書類や

身分証明書を持参し、窓口にお越しください。 

 ただし、試算をする際に聞き取った内容と、実際に国保に加入した人数や加入月

数、所得額に変更がある場合は、試算の結果と決定された税額が変更となる場合が

ありますので、あらかじめご承知おきください。 

 なお、電話では本人確認が取れないため、個人情報保護の観点から、回答できま

せん。 

 

Ｑ４－７  年度の途中で社会保険に加入しましたが、国保税はいつ分まで支払わ

なければいけないのでしょうか？ 

Ａ（回答）： 国民健康保険に限らず、健康保険は加入した月分から離脱した月の前

月分までを納付していただくことになります。 

 年度の途中で国保から離脱した場合は、加入していた月数で金額を再計算し、新

しい納税通知書を送付しますので、未納分がある場合は、新しい納付書で納付して

ください。 

 なお、再計算の結果、過払いが発生した場合は、還付の案内を送付しますので、

お手続き願います。 

 

Ｑ４－８  年金特徴とはなんですか？どういった方が対象になりますか？ 

Ａ（回答）： 年金から国保税を天引きすることを年金特徴といいます。 

 次の条件のすべてを満たす場合、年金特徴の対象となります。 

・世帯主が国保に加入し、世帯内の国保加入者全員が６５歳以上７５歳未満である 

・年金特徴の対象となる年金が年額１８万円以上である 

・介護保険料が年金特徴されている 

・介護保険料と国保税の合計額が対象となる年金の支給額の２分の１を超えない 

 対象となった場合は、年金受給月（偶数月）ごとに年金からの天引きにより保険

税を徴収します。 

  

Ｑ４－９  国保税を年金特徴により納付しているのに、別に納付書が届きました

が、なぜでしょうか？ 

Ａ（回答）： 年度の途中で、申告による所得の増額や新たに国保に加入した人がい

る場合など、国保税が増額となる場合がありますが、増額となった分の国保税は年

金からの天引きができませんので、窓口納付または口座振替により納付していただ

くことになります。そのため、国保税が年金から天引きされている場合でも、納付



書が届くことがあります。 

 

Ｑ４－１０ 年金特徴の仮徴収とはなんですか？ 

Ａ（回答）： 前年度から年金特徴となっている方、または前年度の４月２日以降に

６５歳になった方などで、当該年度の４月から年金特徴に切り替わる方は、国保税

を仮に算定し、４月・６月・８月の年金から３回に分けて年金特徴により納めてい

ただきます。これを仮徴収といいます。 

 前年度の２月に年金特徴された方は２月分と同額を、４月から年金特徴に切り替

わる方は、前年度の国保税（年額）の６分の１の金額が徴収されます。 

なお、１０月以降の国保税は、確定された国保税（年額）から仮徴収で納めた額

を差し引いた額となります。国保税の確定は、例年６月中旬頃になります 

 

Ｑ４－１１ 前年は年金特徴だったのに今年は納付書が届きましたが、なぜでしょ

うか？再度、年金特徴に変更されることはありますか？ 

Ａ（回答）： 国保税が年金特徴になった場合でも、Ｑ５－８のＡ（回答）に記載して

いる要件を満たさなくなった場合には、年金特徴が中止になり、窓口納付または口座

振替により納付していただくことになります。 

 また、前年に比べ、国保税の金額が減少したことにより、仮徴収で当該年度の納

付が完了した場合も年金特徴は中止となります。 

 年金特徴が中止になった場合でも、再度、要件を満たすことで年金特徴が再開さ

れますが、再開されるのは、最短で次年度の１０月からになります。そのため、そ

の間の国保税は、窓口納付または口座振替により納付していただく必要がありま

す。 


